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神奈川県の座間市で採集されたクモの液浸標本を見せていただく機会があった こ れらの標本は,

1989年 (平成元年)よ り本調査が始められた座問動物調査会 (藤野知弘会長)の 昆虫部会クモ類

ll■(諏訪哲夫 ・藤野知弘 。大木和生)の 採集によるものである 調 査は 1991年 1月現在継続中で

あり, 日録などの正式な発表は 1992年 度以降だが,標 本調査の中で得られた知見を 「調査ノート」

という形でいくつか報告する

このような形での発表を薦められた諏訪哲夫 ・藤野知弘 。大木和生各氏と,同 定にあたって御助

言下さった谷川明男 。田副幸子両氏に感謝いたします

1 再 び採集 された和名未定のフクログモー種

本標本は大木和生氏が,1989年 8月 5日 に座間市小池の遊水池わきの林縁で採集 した雌成体で

ある。非常に特徴のある外雌器を持っている (図1) こ の種は既に平塚で雌成体が採集され,

Cプ″う″θ″ク ″″物物タアびSchenkel,1938と して,記 録されている (平塚クモの会,1986).外

図 l c′ ″ぅ″θ″″ れ物物クル 雌の外雌器

雌器の形態から中国名は 「双弓管巣妹」という こ こで言

う菅巣妹とはフクログモを意味する。この時の同定者は新

海栄一氏である

ところが,平 塚の目録が出た直後に届いた Korean

A rachnology,3(1で ,南 宮竣 ・金胃冊が新種として記

載 tフたC′カ ガο%ク sαん "″ 物 の雌雄の生殖器の雌の図

を見た私は仰天 してしまった。Cプ″う″θ″ク ル″物物夕れ の

雌のそれとあまりにもよく似ていたからだ 記 載文には

「C.%ιどアタを′αO・P(Cambridge,1862や C.拷″物初夕′″

Shenkel, 1937と 似ているが,雄 の躍節突起の形態や

メスの外雌器の透けて見えるパイプ状導管で区別は容易であるJと あった (N amkung&Kim,

1987).し かし,図 からではその違いがはっきりしなかった。これで平塚産のものが,C.力″物作

夕ん なのか,C,Sα ん Cサ″物なのか,分 からなくなった。

しかし, 白甲庸は最近の韓国産フクログモのモノグラフでC Sα んび′″物の雌をC.″″物物タノガ

のシノエム (同物異名)と して, C Sαれひ″″物の雄をC.ク/θクび%ィ″α L Koch,1879の シノニ

ムとして,扱 っていた (Paik,199o)

これで本種の学名はひとまず, C′″う″θ″α 力″初物夕れ に落ち着いたことになる し かし, どう
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も問題は片付いていないように思われる.と いうのは,C.Sαれ"″物の雌雄は同じ場所の同じ

habitatで (Aroadside_tree of Sα′″Iうαうノ「鞘 ガびα in Uijongbd_shl of Kyonggido,Korea),

同時に (1,Dec.1986)多 数 (雄40頭 ,雌 23頭 )採 集されていて,同 種の雌雄のように思われ

るからだ,ま た,冬 期,街 路樹の巻きワラのC々ガθ物の約8割 はこの S″た才″初でぁり,採れるク

モの 34～ 37%を 占めて,最 優占種でもあるという (Kim,M C Leeand」 lln,1987:Kim,H.

P Lee att Jun,1990)

さらに妙なことがある C・ 夕のガ竹%は シベリアから雄のみで記載され, C物 物 冴角ょ中国か

ら雌雄で記載されたのだが,19師年に林俊夫が北海道倶知安産の標本に基づいて, C‐″θ″竹物の

雌を初言己載 しているのである (HayaShi,1987).倶 知安でもC″ のサ竹物の雌雄は同時に同じ場

所で採集されている。林が記載したC・〃"″匂物 の雌は,C・物物 冴びの雌とはまったく異なる

林とは独立に,19開年の当初には中国で別のC″ のケ竹物 の雌が言己載されていて,い まいよ問題は

複雑である (SC4■g,1987).も っとも, この中国産の雌は体長が 2.6mし かないそうで,雄の43

mに 比べて小さすぎるので,誤 りである可能性が高い ち なみに北海道産の雌は52加 である。

この問題が片付 くまでは, とりあえず,本 種はC`物物物冴すとしておいてよかろうと思われる

和名はまだつけられていない。谷川明男氏は本種の雌成体を広島県で採集 している.

2 コ シロカネグモの交尾栓

大木和生氏が 1989年 8月 5日 に座間市小池で採集したコシロカネグモと夕″σ物多 s力うブ滅 α成

体メスの標本の外雌器のところには, コハク様の赤褐色の分泌物が付着 していた (図2).こ のよ

うな付着物は数種のクモのメス外雌器にときどき観察される.吉 倉真はこれを交尾栓 (mating

plug)と よんでいる.交 尾栓には2種 あり,ひ とつはヤリグモ・シロカネイソウログモ ・ササグ

モなどに見られる分泌物の固まりだけのもの, もうひとつはコガネグモ ・オニグモ ・アカオニグモ・

クロフササグモなどの雄の移精器官の一部が取れて分泌液でくっつけられたものである (吉倉,

1982, 1987:pp 266-268, pp297-299 ).

1     1

コシロカネグその交尾栓 (左:腹 面図 右 :恨」面図) ス ケールは05m図 2
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交尾栓を持たない個体も多い.交 尾栓の機能について,吉 倉は(1)雌の再交尾を防ぐ,12)精子の逸

失を防ぐというお、たつをあげている (吉倉,1982).

一度交尾すると他のオスを拒否するような (Single matingの)メ スでは,交 尾栓の必要は無い

わけである.交 尾栓の見られる種は多回交尾が可能な (multiple matingな )メスの可台留性もある

もっとも大部分のクモは処女メスしか交尾 しないと思われているようだが,あ る種が本当にSingle

matingで ぁることを確認することは容易ではない 24時間以内なら後オス (SeCOnd male)と も

交尾するような種も知られて来たからだ (Atttad,1982)。 それに交尾時間が一瞬でない場合は,

たいていの雌は交尾中に無抵抗であるから,雄 が変わっても気がつかない可能性もある.お そらく

このような交尾栓はもっぱらオスの側のメス確保戦略として発達してきたものであろう そ れにし

てはこのような交尾栓を外すような機能を持つオスの戦略が進化 していないように思えるが,そ れ

にはなんらかの理由があるのだろう お そら'くクモでは先オス優先機構が一般的であるためだろう

座間市の標本では, コシロカネグモの他,藤 野知弘氏採集のコゲチャオニグモ成体メス (1989

年 7月 29日 ,座間市緑ケ丘にて採集)に も分泌物による交尾栓が見られた。

3 尾 の突出 したフタオイソウロウグモ

本標本は大木和生氏が,1989年 8月 5日 に座間市小池で採集 したフタオイソウロウグモ九rpγθ_

彦sル ″雌成体で,尾 の先力落、たつに分かれ,長 く突出していた (図3).尾 の先端まで含めると

クモの体長は41仰 ,右 側の尾だけの長さは基部から10mで あった 左 側の尾は最初あったが,

途中から折れてしまった

背面図.右 :
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4 ヤマトガケジグモの斑紋

ヤマ トガケジグモTす″α″θ夕cα″うげαsttα′αの腹背の紋様について,八 木沼は 「個体により対斑

の敬に変化があり, また欠くものがある」と記し,三 対斑 (白斑の小さいもの)・ 三対斑 (白斑の

大きいもの)。 四対斑 ・六対斑の図を掲げている (八木沼,1986)中 国では本種を 「白斑隠妹」と

称し, ガケジグモ科を 「隠石妹科」と呼ぶ (SCt■g,1987).

相模川岸の河原の石の下から得られた標本 16個 体は,白 斑の大きい三対斑のもの (図4)と ,

二対斑のもの,無 斑のものの三種類に分かれた (諏訪哲

夫 1990年 6月 1日採 :無斑雄成体 1,1900年 6月 17日

採 :三対斑雌成体 1,1990年 8月 1日採 i無斑幼体 1,

二対斑幼体 1,三 対斑幼体 1,1990年 8月 13日採 :三

対斑雌亜成体 1,無 斑幼体 1,1990年 9月24日採無斑

雌亜成体 1,藤 野知弘 1990年 6月6日採 :三対斑雌成体

3・無斑雌成体 2・三対斑雌亜成体 1・無斑雌生成体 2).

幼体段階でも斑の区別が見られる 今 回の標本には白

斑のある雄はなかった。なお,千 国の図鑑には本対斑の

雄が挙げられており (千国,1989),韓 国では六対斑の

雌の写真が撮影されている (Korean Arachnol.5(〕の

グラビア).

このような斑紋多型のある種の存在は知られていても, これまでクモでは一部の種類を除いては,

斑紋を類別することも,定 量調査も行われてこなかった し かし,私 は型を鑑別分類し,記 録する

ことは誰にでも出来る大変大切な研究であり,限 られた場所での定量調査も必要だと思っている

(7也回, 1 9 8 9 ) .

5 イ ナダハ リゲコモリグモ雄の触肢の内部

クモの成体雄の触肢の内部を膨出させるには苛性カリ処理を行うが,イ ナダハリゲコモリグモ

P″力sα ttγα″″αの標本の中に苛性カリ処理をしないにもかかわらず,触 肢内部が左右とも飛び出

図 5 イ ナダハリゲコモリグモ雄の左触肢 (a,膨 出していないもの,bi膨 出しているもの,
スケールは0 2 5 m
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図4 三 対斑のヤマ トガケジグモ
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しているものがあった (図5b 1990年 6月 6日 ,座間市相模サ|1河原にて,藤 野知弘氏採集) 図

は左の触肢の内面面であるもハ リゲコモリグモ群Pα/肋Sαブ物/α complex(ィ ナダハ リゲコモ リ

グモもこの群に含まれる)の 触肢はどれも非常によく似ているが,内 部を見ると,ず いぶん複雑な

構造をしているものだと改めて感 じる。収縮 している時 (図5a)も このようなつながりが分かる

ような図が描ければいいのだが

このような膨出がなぜ起こったのかは分からない 交 尾中だったのだろうか

6 マ イコフクログモは平地でも採集される

マイコフクログモCプ″"θ物 /θsル″クPalkは ,林 俊夫によりCル カθ物 物″ 筋々夕として記載さ

れた時に採集された環境が,標 高 400-1400れ の落葉樹林 (deciduOlks forests)内の低木下 リー

フ層だったために (HttaShi:1985),そ の後の文献には本州では 「高地性,山 地性Jと 記されて

いる (八木沼,1986:千 国11989) し かし、平地からもときどき採集される。このたび座間市

での採集地は座間丘陵の一部である谷戸山,細 い市道わきの雑木林で標高 70れ である.

神奈川県中郡二宮町でも,平 地の川匂神社から採集されている (池田,1990).

参  考   文   献

Austad, S N,1982.First male sperm prlorQty in the bowi aI・ d dolly spider〈 r/θ″″ヶ_

%タブ′σ少プγα初ガレタブα)、 Evolution 36 : 777-785・

千国安之輔,1989 写 真日本クモ類大図鑑 東 京 僧 成社 308p

Hayashi,T 1987 SOme spiders of the gemis cブ ″D″θ″α(Araneae i c itlbionidae)frOm

Hokkaido.Bull Blogeogr. soc 」 apall, 42133-41

Hayashi,T 1985,TWO Ilew species of tlle genus c′ ″う″οヶ″Letrellie, 1804(Araneae i

C lublonidae)fro lll 」aIXan ttcレクα/αc力%θ/s,33i35-43

平塚クモの会 1986.平 塚市の真正クモ類 1 リス トおよび分布 自 然と文化,0:75-102.

池田博明,1990真 正クモ類 二 宮町史資料編 1自然, pp323-329

池田博明, 1989ク その多型について (I)生 物教育学雑誌, 1:7-12

Kim, 」 , P , Lee,WI. Ct and J. R Jlln, 1987 StlJKlies on the spiders overwintering in

the straw mat roud the roadside― tree I With tlle roadside一tree of the uijo軽単腕

and Yollgin area as its center I(orean Arachnol , 3i 51--59

Kim, 」 ` P,, Lee, H` P and J. R` Jun, 1987. Species composition in the arthropod

commullity overwintering in tlle straw bralld Korean Arachnol., 6:127-138

N a m k t l l l g ,」& K i m , J  P . , 1 9 8 7  A  n e w  s p e c i e s  o f  G e n t l s  C  l u b i o n a ( A r a n e a e  i  C  l u b i一

onidae)from Korea Korean Arachllol,3!23-28,

Paik, K Y,199o. Korean spiders of the gentls c lubiorB (Araneae i C lubionidae )I

Descripti(コ of eight new species and five tmrecorded species from Korean.

KOrean Arachnol, 5:85-129.

-17-



Song,D.1987・ Spiders from agricultural regions of China,Beijing China Agricultllre

Publishing House. 376p.

吉倉真,1982,ササグモの貞操帯について.Heptathela,2:43-46

吉倉真,1987.ク モの生物学.東 京 学 会出版センター.613p

八木沼健夫,1986.原 色日本クモ類図鑑 大 阪.保 育社 305pttpl.64

-18-


